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令和３年度 学校経営計画 

１ 教育目標 

（１）基本目標 

   「人間尊重」の教育を基盤とし，知・徳・体の調和のとれた心身ともに健康で，思いや

りのある豊かな心をもち，確かな学力を身に付けた社会の一員としてたくましく生きる

児童を育成する。 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

〇 情操豊かで，思いやりのある子ども（やさしく） 

   〇 自ら学び，よく考える子ども（かしこく） 

   〇 健康で，やりぬく子ども（たくましく） 

 

２ 学校経営の理念 

 平成１７年度より小規模特認校に指定され，特色ある教育活動を推進してきた結果，学

校統廃合の危機を脱することができ，伝統ある学校として存続している。また，平成２７

年度の小規模特認校１０周年を機に，「小規模特認校 第２ステ－ジ ～新たな学校の創造

～」の取り組みを展開している。 

今後，本校がさらに発展していくためには，縦軸（人材育成と伝統の再構築）の視座に

立った協働の展開と横軸（確かな教育活動と市内へのＰＲ）の視座に立った教育活動の展

開が不可欠となる。ＰＤＣＡサイクルを活かしながら活動の展開と改善を重ね，立体的な

発展を遂げていきたい。 

前述を踏まえ，「小さな学校だからこそできること」をコンセプトとした本校の

特色ある教育活動を推進し，今年度より，特に以下の二点に力点を置きながら，

「魅力あふれる学校」を創り上げる。 

（１）「未来を創る」をキーワードに，使命感と愛情をもった教職員の教育力の向上，縦

割り班活動を核とした兄弟のような児童同士のつながりの強化，学校・保護者・地域

の協働による信頼関係の構築に努める。（人材育成と伝統の再構築） 

（２）「確かな力」をキーワードに，知・徳・体のバランスのとれた力を育む。ま

た，活動の様子や成果を学校だよりやホ－ムペ－ジ，ポスタ－等で市内に広く

周知していく。（確かな教育活動と市内へのＰＲ） 

そして，107 人全員の笑顔輝く城山西小学校を目指すとともに，本校を希望して入学す

る児童数の維持・拡大に努める。 

 

３ 学校経営の方針 

（１） 学校・地域・行政が一体となった「新たな学校の創造」を推進するため，教職員の適

材適所を図り，本校の実情に即した教育課程の編成と実践に努める。また，教育者とし 

ての使命感と愛情をもった教師力の向上に努めるとともに業務の効率化を図り，労働

時間の適正化に努める。（学校運営の適正化） 

（２） 児童一人一人のよさを認め励まし，自己肯定感を育み，居がいのある学校・学級づく



りに努める。（学級経営の充実） 

（３） 道徳科の授業の充実に努めるとともに，地域のよさを生かした体験的な学習や読書指導

縦割り班（なかよしグループ）活動の活性化により，他人を思いやる心豊かでたくまし

い児童を育む。（豊かな心の育成） 

（４）  学力の基礎・基本の定着を図り，それらを活用する力を育成するとともに，体験的な

学習や問題解決的な学習を通して，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ，自ら学び自

ら考える力の育成に努める。（学習指導の充実） 

（５） 進んで運動に親しみ継続できるような手立てを工夫するとともに，保健･安全指導の

充実に努める。（体力向上と保健安全教育の充実） 

（６） 学校・家庭・地域・行政と連携を密にしながら，小規模特認校として魅力ある開か

れた学校づくりに努める。（魅力ある学校づくりの推進） 

 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 
（１） 基本方針 
      新学習指導要領が全面実施となった前年度の反省を踏まえ改善を図るとともに，新学

習指導要の留意点を十分に生かした教育課程の編成に努める。 
また，地域とともにある学校づくりを推進するため，地域協議会の意見を踏まえなが

ら教育課程を編成し，開かれた教育活動を推進していくとともに，家庭・地域・企業等

と連携し，地域の教育力を生かした特色ある教育活動の充実を図る。 
（２） 留意点 

・  教科等横断的な視点で，各教科等の関連付けを図りながら教育課程を編成し，カリ

キュラムマネジメントの充実に努める。 
・ 学校マネジメントシステムを有効活用し，地域協議会委員の意見を生かした教育課

程の編成に努める。 
・ 学校便りの地域への回覧や，ホームページの適宜更新をとおして，学校の教育活動

に対する家庭・地域への積極的な情報提供を行う。 
 
５ 今年度の重点目標（「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○） 

（１）学校運営 
・ 全職員による指導体制を確立し，報告・連絡・相談の励行に努める。 
・ 多様な専門スタッフとの連携によるチーム力の向上を図る。 

   ○ 小中一貫教育を充実・継続し，義務教育９年間を見据えた教育活動に努める。 
   ○ 業務を効率化し，労働時間の適正化を図る。 
（２）学習指導 
  ○ 読む力，書く力，聞く力，話す力など，「学力の基礎基本」の確実な定着を図る。 

・ 学習したことを確実に身に付けさせるために，まとめと振り返りの学習を充実させる。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた教材研究に努める。 

・ 教師のコ－ディネ－トにより，児童同士のよさを生かしながら課題解決に取り組む態

度を養う。 

・ 地域の人材が活躍できる場を積極的につくり，体験的な学習を意図的・計画的に位置 
づける。 

【城山地域学校園教育ビジョン】 

 ともに学び合う城山っ子を育む地域学校園 
  学校園内小中学校が連携し合い，地域の教育力を生かしながら，「自他を尊重し，郷土

に愛着をもち，諸活動を通して互いに高め合う児童生徒」の育成に努める。 



（３） 児童生徒指導 
  〇 日々，気持ちのよいあいさつが飛び交う学校を目指す。 

・ 道徳科の授業の充実に努め，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育成する。 
・  高学年が低学年の児童を兄弟姉妹のように面倒を見るという伝統を大切にしていく。 
〇 宇都宮学や地域の教育資源の活用に積極的に取り組み，郷土を誇りに思う気持ちを 
育てる。 

・ 「挑戦する」「がまんする」「あきらめない」活動を通して，児童に達成感や成就感

を味わわせ，たくましさを滋養する。 
（４）健康（体力・保健・食・安全） 

   〇  地域学校園内小学校で統一した各種検定カードや教科体育を通して，体力の向上と 
運動に親しもうとする態度や能力の育成に努める。 

・  新型コロナウイルス等の感染症予防について正しく理解し，適切な行動がとれる児 

童の育成に努める。 

・  食農体験を通した食育の推進に努める。 
 
６ 学習指導，児童生徒指導，健康（体力・保健・食育・安全）に関する取組  

※ 様式２～４参照 

 
７ 特色ある学校づくり等に関する取組 

（１）育てたい資質・能力 

  ・ 思いやりにあふれた豊かなこころの育成 

  ・ 地域のすばらしさを理解し，地域に貢献していこうとする態度の育成 

  ・ 生き生きと自己を表現し，相手の思いを理解できる「聴く」態度の育成 

  ・ 会話科や外国語活動，外国語科で培ったコミュニケーション力を生かした，自ら学び，

考える力の育成 

（２）具体的取組（提案型予算「頑張る学校プロジェクト」に関する取組には文頭に◇） 

  ◇ 食と農に関連した学校農園活動 

  ◇ 地域の自然や歴史・伝統を学ぶ時間の設定 

  ◇ 地域高齢者や様々な分野で活躍する地域の方々との交流活動 

◇ 表現力やコミュニケーション力を身に付けるための多様な活動（ことばの時間，外国

語活動・外国語科） 

・ 文化人の先生方との特色ある学習活動（◇｢体幹を鍛える運動｣を含む） 

・ 放課後活動（こがし桜スクール）との連携 

 

８ 本市の重点施策・事業との関連 

（１）地域とともにある学校づくり(｢魅力ある学校づくり地域協議会｣との連携・協働を含む) 

   ① 基本的考え 

     学校の特色ある行事や地域の活性化につながる行事を，合同行事として共に実施す

 ることをとおして，連携・協働を進めていく。また，各分野で活躍している地域の人

 材を講師としてお招きし，学習活動の充実を図る。 

   ② 主な取組 



   ・ 孝子桜まつり，古賀志山清掃登山，地域合同運動会等の実施。 

   ・ 地域人材の指導による田植えや稲刈り，ホタル育成等の体験学習や，学校と地域の

歴史に係る講話等の専門的な学習の実施。 

   ・ 県立盲学校との合同行事の実施，社会福祉法人藹藹会との交流 

（２）小中一貫教育・地域学校園   

① 基本的考え 

学校園内小中学校が連携し合い，地域の教育力を生かしながら，「自他を尊重し，

郷土に愛着をもち，諸活動を通して互いに高め合う児童生徒」の育成に努める。 

   ② 主な取組 

   ・ 学習の基礎基本（・読む力・書く力・聞く力・話す力）の確実な定着  

・ 「小中合同のあいさつ運動」の推進 

（３）不登校対策  

① 基本的考え 

新たな不登校を生まないために，学校組織として不登校の未然防止に努めるととも

 に，不登校の早期発見・早期対応に努め，現在不登校の児童には継続的にかかわり続

 けることにより改善を目指す。 

   ② 主な取組 

    ・ 魅力ある学級づくり 

    ・ 欠席共有シートの活用 

    ・ いじめ等対策委員会の活用 

    ・ 関係諸機関との連携とケ－ス会議の実施 

（４）ＧＩＧＡスクール構想 
    ① 基本的考え 
          一人一台の端末を児童が適切に扱えるようにさせ，授業や家庭学習における文具の 

一つとして日常的に活用できるようにする。 
   ② 主な取組 
       ・ ｢宇都宮モデル｣を活用による｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業改善 
    ・ 端末の家庭学習での活用 
    ・ ＡＩドリルの導入 
    ・ ＩＣＴ研修等による教職員のスキルアップ 
    ・ 情報モラルの向上 

・ 放課後活動（こがし桜スクール）における端末の活用 
（５）宇都宮学 
   ① 基本的考え 
           宇都宮の歴史や文化，産業などについて，体系的な学習を行うことを通して，郷土 

への愛情や誇りをもてるようにする。 
    ② 主な取組 
    ・ 社会科の授業（３・４年生） 
    ・ ｢宇都宮学」副読本の活用 
    ・ ｢会話科｣における百人一首の実践 
    ･ ｢総合的な学習の時間｣における地域の伝統や良さの発見 
 


